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●入学資格
　市内在住の原則65歳以上の方で、健康で通学で
　きる方（過去に生涯大学を卒業された方も再入
　学可）
●修業年限
　２年
●参加負担金
　年間　5,000円

※その他一部講義や自治会活動などに別途費用
が必要

●授業日程
　５月～２月までの月１～２回程度(原則㈫・㈮)
　※入学式は、５月25日㈫予定
●実施場所
　あいあいプラザ　ほか
●募集人数
　30人

   

●申込方法
　入学願書と同意書を長寿健康課へ持参または郵
　送にて提出してください。
●申込締切
　４月30日㈮　※当日消印有効
●入学の決定
　本人宛てに５月中旬に通知します。
●その他
　・講義中はマスクを着用していただき、こまめ

な換気とアルコール消毒へのご協力をお願い
します。

・新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっ
ては、中止または一部変更となる場合もあり
ます。

敦賀いきいき生涯大学　入学生募集
　大学では、「生きがいづくりの推進」「仲間づくり・健康づくりの推進」「積極的な地域活動への参加」と
いう３つのテーマのもと、２年間での学びを経て、地域の活動へとつなげることを目指しています。

講義内容
「一般教養」と「専門コース」の２種類の講義を受講します。

■ 一般教養…健康、歴史、時事、経済など最近の話題を中心とし
た内容

■ 専門コース…３つの専門コースから希望するコースを選択
※なお、コースは入学申込時に選択します。卒業するまでコース
の変更はできません。

生涯大学の概要

コース名コース名 敦賀再発見コース敦賀再発見コース 元気づくりコース元気づくりコース パソコンコースパソコンコース

内　容内　容

敦 賀 の 歴 史・ 文敦 賀 の 歴 史・ 文
化財などの学習化財などの学習

元気づくり（介元気づくり（介
護予防）の方法護予防）の方法
や生活支援などや生活支援など
の学習の学習

パソコンの基本パソコンの基本
操作の学習操作の学習
※パソコン持参※パソコン持参

目　標目　標

観 光 ボ ラ ン テ ィ観 光 ボ ラ ン テ ィ
ア な ど で 再 発 見ア な ど で 再 発 見
し た 敦 賀 の 魅 力し た 敦 賀 の 魅 力
を発信を発信

元気づくりに取元気づくりに取
り組み、支援がり組み、支援が
必要な方を支え必要な方を支え
る活動へ参加る活動へ参加

地域での広報や地域での広報や
資料作成を担当資料作成を担当

選べる３つの専門コース

自治会活動
　大学には、学生自らの活動や、講義への協力などを行う「学生
自治会」（全員参加）があります。学生自治会は学生同士の親睦を
深めるきっかけとなっています。

令和３年度の変更点
　新型コロナウイルス感染症予防対策のため、次の点を変更して
実施します。
■ ■ 講義時間の短縮講義時間の短縮
■ ■ カリキュラムの内容の見直しカリキュラムの内容の見直し

令和３年度入学生募集

 敦賀再発見コース ８人

 元気づくりコース 11人

 パソコンコース 11人

問合せ先　長寿健康課　☎２２－８１２４

<主な変更点>

　ハザードマップ（想定最大規模のみ）では、新たに、家屋倒壊等氾濫想定区域（家屋の倒壊や流出をもたらすような氾濫の
発生が想定される区域）を「早期の立ち退きが必要な区域」として示しています。

「早期の立ち退き避難が必要な区域」を新たに掲載

<洪水ハザードマップの見方・使い方>
①浸水深および浸水範囲を確認しましょう
　浸水深と建物被害とを照らし合わせ、自宅や学校、職場周辺
の水害リスクを事前に確認しましょう。

②早期の立ち退き避難が必要な区域を確認しましょう
　一般的な家屋は、３ｍの浸水で２階床下まで水没するといわれ
ていますので、３ｍ以上の区域および家屋倒壊等氾濫想定区域
内にお住まいの方は早期に立ち退き避難が必要です。また、浸
水深が３ｍ未満の区域内かつ家屋倒壊等氾濫想定区域外にお住
まいの方は屋内の２階以上に避難することも可能ですが、備蓄
品を２階に用意するなどの備えが必要です。

　敦賀市では、福井県が公表した洪水浸水想定区域図（※１）
と水害リスク図（※２）の２種類の浸水範囲を統合し、新しく
洪水ハザードマップを作成しました。
　この地図では、想定されるそれぞれの降雨（計画規模・想定最
大規模）によって河川が氾濫した場合に、浸水が想定される区域
とその浸水深の最大値を示しています。
　日頃から、ご自宅や避難先などの水害リスクを確認し、万が一
の時に適切かつ迅速な避難行動がとれるように備えましょう。

※１　水防法により指定された河川において、想定最
　　　大規模降雨（概ね1,000年に一度の確率で起こ           
　　　る降雨）により河川が氾濫した場合に浸水が想
　　　定される区域を表した図のことです。
※２　水防法により指定された河川以外の県が管理す

る河川において、想定最大規模降雨および計画
規模降雨により河川が氾濫した場合に浸水が想
定される区域を表した図のことです。

③避難場所やルートを確認しましょう
　周囲の状況が確認しづらい夜間の避難や、すでに浸水が発生
している状況などあらゆる事態を想定し、事前に最も安全な避
難ルートを確認しましょう。また、最近のコロナ禍においては
安全が確保できる場合には、市が指定する避難所に限らず、自
宅の２階以上など安全な場所へ移動する屋内安全確保や親戚・
友人宅など様々な避難先を検討しましょう。

敦 賀市洪水ハザードマップが
新しくなりました

問合せ先　危機管理対策課　☎２２－８１６６

災害時の避難先や危険箇所をあら
かじめ確認しておきましょう

年に１度、学生が講義で学んだことについて、学習成果発表を行
います。

更 新 後更 新 後
対
象
河
川

笙の川水系
（笙の川、木の芽川下流部、
黒河川下流部）

笙の川水系
（笙の川、木の芽川、黒河川、
助高川、五位川）

井の口川水系
（井の口川、三味線川）

更 新 後更 新 後
想
定
降
雨
量

笙の川水系
・計画規模（１日間雨量220㎜）
　概ね100年に一度の確率で
　起こる降雨
※木の芽川は概ね80年に一度の確率
（１日間雨量214㎜）
※黒河川は概ね30年に一度の確率
（１日間雨量184㎜）

笙の川水系
・計画規模（１日間雨量220㎜）
　概ね100年に一度の確率で起こる

降雨
・想定最大規模（１日間雨量547㎜）
　概ね1,000年に一度の確率で
　起こる降雨

井の口川水系
・計画規模（１日間雨量217㎜）
　概ね50年に一度の確率で
　起こる降雨
・想定最大規模（１日間雨量624㎜）
　概ね1,000年に一度の確率で
　起こる降雨

講義の様子 学習成果発表の様子

■新しい洪水ハザードマップ
（A1 サイズ）は、３月下旬か

ら各区長を通じて順次各世
帯への配布を行っています。

■お手元に届いていない場合
は、お住いの地域の区長、
または担当課までお問い合
わせください。

■市HPでもWEB版の洪水ハ
ザードマップを公開してい
ます。


